
特色のある教育活動等 
 
１ 小学校、高等学校内にある特色を生かした教育活動 
（１）福江小学校と合同で実施する活動 
・歓迎集会や児童集会、平和集会、歓迎遠足などの活動への参加により福江小学校の児童と子ども同 

士のふれ合いを深めている。 
・運動会では、分校小・中学部の種目として「徒競走」「表現（ダンス・組体操）」「全員リレー」を実 

施したり、福江小学校の児童と一緒に応援合戦や色別対抗種目に参加したりして、共同学習の中で 

共に学び合う意欲や態度を高めている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）五島海陽高校と合同で実施する活動 

    ・歓迎遠足、体育祭、文化祭、長距離走大会、球技大会などの行事やふれあい交流会など、場を同

じくして、ともに教育活動を展開している。 

    ・五島海陽高生が分校高等部に立ち寄ったり、廊下ですれ違ったときに声を掛け合ったりするなど、

日常的な生徒同士の関わりが見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ゲストティーチャー 

  ・高等部では、地域の様々な分野の専門家をゲストティーチャーとして招き、それぞれの専門教科

や趣味・特技を活かした授業を実施している。 

 

（４）職員間の連携 

    ・小中学部と福江小学校、高等部と五島海陽高校の職員同士で合同研修会を開いたり、児童生徒理

解のための話し合いの機会を設定したりするなどし、職員同士の関わりを深める中で連携を図っ

ている。 

 

 



２ 地域に根ざした学校づくり 

  （１）居住地校交流の実施 

・小中学部児童生徒は、居住地域の児童生徒と活動を共有する機会が少ないことから、居住地域の

小中学校と交流を行い、地域に根ざした生活の基盤作りに努めるとともに、居住地校交流を通し

て様々な活動を体験し、障害のある児童生徒が障害のない児童生徒や地域の方々と理解し合う機

会になることをねらいとしている。 

（２）経験の場を広げる体験学習 

    ・近くの運動公園での野外活動や商店での買い物学習、地域の特色や歴史を学ぶ社会体験学習、宿

泊体験学習、調理実習など、実際的な体験活動を年間を通して実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）読み語り集会・地域の方との交流 

    ・小中学部では、読み聞かせボランティア「もこ 

もこの会」の方による絵本の読み語りや伝承遊 

びなどにより地域との交流を深めている。 

（４）地域における教育相談等のセンター的役割 

    ・五島市特別支援教育コーディネーター連絡協議

会に参加し、五島市地区の幼稚園・幼保連携型

認定こども園・保育園・小学校・中学校・高等

学校のコーディネーターのネットワークづく

りに取り組んでいる。また、特別支援教育に関

する研修会などを計画し、特別支援教育の理解

啓発、情報発信に努めている。 

    ・五島市教育研究会特別支援教育部会に参加し、小学校、中学校との連携や交流を図るとともに各

学校からの相談などに対する学校支援・情報提供・発達検査などを実施している。 

     ・五島保健所での心身障害児巡回療育相談に参加し、地域の医療、福祉、教育関係者との連携を深 

めている。 


